
社員親睦

1. 生産活動が環境に与える影響を的確に捉え、技術的、経済的に可能な範囲で、環境目標を定め、取り組
み、定期的に見直し、環境保全の継続的改善を実施します。

2. 生産活動における環境負荷低減を目指し､下記の項目を重点的に取り組み、持続可能な社会づくりに「お
役立ち」します。

3. 環境法規制および地域社会や利害関係者との合意事項を順守し汚染の予防に努めます。

4. 従業員一人ひとりが、本環境方針に沿った自らの役割を自覚し、行動するよう努めます。

（1） 省エネルギーを推進し、温室効果ガス（二酸化炭素）排出量の削減
（2） 埋立処分廃棄物ゼロ（ゼロエミッション）の推進
（3） 産業廃棄物排出量の削減
（4） 排水リスクの予防による地域環境の保全

　わたしたちは、バリューチェーンにおける環境への影響把握に努め、社会との連携を図りながら、計画的に環境
保全を推進します。

この環境方針は、必要とする社内外のすべての方々に公表します。

環境理念

　わたしたちは、環境配慮を商品「価値」の一つと位置づけ、持続可能な社会づくりに「お役立ち」するため、環
境（エコロジー）と経済（エコノミー）が両立する商品の「価値づくり」を推進します。

環境方針
●商品の環境方針

　わたしたちは、様々な生物からの恵みと自然の豊かさから恩恵を受けていることを認識し、バリューチェー
ンにおける生物多様性への影響把握に努め、生物多様性への影響回避と低減に取り組みます。

●生物多様性保全方針

　わたしたちは、化粧品および医薬部外品の生産活動における環境への影響把握に努め、持続可能な社会づくり
に「お役立ち」するためによりよい地球環境の保全および地域社会との共生を目指して、環境活動を推進します。

●福崎工場環境方針

青山オフィス

本社8階オフィス

本社社員食堂

製品･サービスの開発から調達、生産、輸送、販売、使用後まで全ての段階で
環境への影響を配慮した事業活動と負荷低減に継続的に取り組んでまいります。

環境

労働慣行
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　マンダムグループでは、海外ローカル社員と国内マン
ダムグループ社員が、各国の生産拠点の見学や事業所の
訪問、市場視察等を通じて交流を深める「海外交流研修」
を毎年実施しています。
　海外交流研修は、マンダムグループの企業理念・DNA
の共有、グループ総合力の体感と一体感の醸成、グルー
プ各国・地域の多様な価値観や特性の理解などを主な目
的としており、各国社員間の相互理解やネットワークの形
成、外国語によるコミュニケーション能力の向上にもつな
がっています。
　研修を通じ、自国とは異なる文化や習慣、海外の市場や
事業を肌で感じ刺激を受けることで、業務への取り組み

方や課題、将来のキャリアプランを見つめ直す良い機会
になっています。

　マンダムでは、「社員のクリエイティブな感性を養うこ
とができるオフィス」、「多様性（ダイバーシティ）やグロー
バルをイメージしたオフィス」など、各部門の機能や役割
によってコンセプトを設定し、より働きやすく快適なオフィ
スの環境づくりを進めています。
　また、2014年には、本社の社員食堂をリニューアルし、
テーブルやいす、レイアウト、食器、メニューなどを一新
し、カフェやミーティングスペースとしても利用できるよう
にしました。ちなみに、社員食堂では、定期的にアンケート
を実施し、通常よりも豪華な特別メニュー企画や季節限
定ドリンクなど、社員の要望を取り入れたサービスの提供
や改善も行っています。

　日常の業務の疲れ、ストレスを発散し、社員相互の親睦
を深めるために、毎年「共済会旅行（社員研修旅行）」を実
施しています。有志による旅行の企画に社員が参加する
仕組みで、国内外複数のプランから選択できます。

　マンダムでは、1982年より社内報「MPニュース」を毎
週発行しています。発行からすでに35年が経過し、2017
年3月末には、第1,629号を発行するまでになりました。
　内容は、毎月実施される本社合同朝礼スピーチや各種
イベントの様子などの紹介のみでなく、ビジネスや社会
生活に必要な一般知識や社員の自主活動サークルの紹

介など多岐にわたり、貴重
な情報共有のツールになっ
ているほか、毎週楽しみに
しているコミュニケーショ
ン・ツールの一つにもなっ
ています。

　わたしたちマンダムグループは、事業活動を通じて、生
活者や社会にお役立ちをしたい、地球環境の保全に努め
たい、日常業務において一人ひとりが環境について考え
たいという思いから、1999年8月にマンダム環境理念、
環境基本方針、福崎工場〈環境方針〉を制定し、2000年
11月には福崎工場が「ISO14001」を認証取得しました。

　その後、2016年5月には、「バリューチェーンを通じた
環境保全の取り組み｣､「社会からの要求への対応」、「計
画的なパフォーマンスの向上｣の強化を図ることを目的
として、環境理念を改訂するとともに、「商品」「生物多様
性保全」「福崎工場」を重点3領域とし、それぞれの環境方
針を定め、環境活動を推進しています。

■ 社内のコミュニケーション

■ 環境理念と環境方針

マンダムグループ海外交流研修

個性的かつ社員が使いやすい快適な職場の環境づくり

週刊社内報「MPニュース」を発行



環境

2017年分科会 3カ年目標（2017年～2019年）
福崎サイト

本社･営業サイト
持続可能なパーム油調達

［ 役 割 ］

［ 議 長 ］
［ 参 画 ］
［事務局］

経営会議報告事項の集約とレビュー（PDCA）
（基本的に半期に1回実施）
環境経営責任者（CSR推進部担当役員）
取り組み部門の責任者
CSR推進部

　福崎工場では、エネルギー監視システムの電力使用量
データを毎月の所属長会議で共有し、工場各課における
節電対策に活用しています。また空調や冷却装置に、夜間
電力を熱エネルギーに転換し昼に使用する氷蓄熱システ

ムを採用することで電力を有効利用しています。
　2016年度の電力使用量は、748.7万kWhで、前年度
比約102.8％（売上高原単位前年度比約98.7％）となり
ました。

　本社ビルでは、デマンド監視装置で時間帯別の電力使
用量を管理し、最大需要電力(デマンド値)を抑制していま
す。また、照明のLEDへの切り替えや変圧器の高効率型

への変更に、継続的に取り組んでいます。
　その結果、2016年度の電力使用量は、257.2万kWh
で、前年度比約97.4％となりました。

　物流・輸送によるCO2排出量を削減するために、業務
の効率化や、トラック輸送を貨物列車・貨物船輸送に切り
替えるモーダルシフトに注力しています。物流・輸送の効
率化を目的として、2004年10月から業務を外部委託し
ており、姫路から九州の物流拠点までは主に鉄道貨物輸

送、舞鶴から北海道の物流拠点までは海上貨物輸送とし
ています。トラック輸送においては、積載率を限りなく
100％に近づけるよう継続して努めていますが、2016年
度の物流・輸送によるCO2排出量は出荷数量の増加によ
り、2,229トンで、前年度比103.8%となりました。

　現在、マンダムグループの一部のスクラブ洗顔料にお
いて、角質除去を目的としてマイクロプラスチックビーズ

（合成の非水溶性プラスチック粒子）を配合しています。
近年、海洋中に流出するプラスチックに関し、食物連鎖を
通じて生態系に与える影響が議論されており、米国では、
2015年12月に、洗い流しのパーソナルケア製品に関し、
マイクロプラスチックビーズの使用を段階的に廃止する
法律が定められました。
　こうした状況も踏まえて、マンダムグループでは、今
後、洗い流しの製品にマイクロプラスチックビーズを使用

しないとともに、2017年末までに洗顔料に配合している
マイクロプラスチックビーズを本懸念のないものに代替
する方針を定めました。
　なお、2016年8月29日には、環境に配慮した「生分解
性スクラブ」を採用した以下の2品の洗顔料をリニューア
ル発売しました。
●ギャツビー フェイシャルウォッシュ 
　パーフェクトスクラブ（130g）
●ギャツビー フェイシャルウォッシュ 
　ミクロリッチスクラブ（130g）

●環境推進体制

●3カ年の環境テーマ

全社組織活動

経営会議

指示 経営指示「新規テーマ・目標」の承認 環境推進委員会議長から報告

環境推進委員会

分科会サイト活動 事務局 ： CSR推進部 事務局 ： CSR推進部

環境経営責任者
（CSR推進部担当役員）

指示 「新規テーマ・目標」の提案

内部環境監査など

福崎サイト

本社・営業サイト

持続可能なパーム油調達

持続可能な段ボール調達

製品の4R*推進

CSR調達

本社・営業サイト

本社ビル

その他オフィス

各営業拠点

国内グループ会社

福崎サイト

海
外
生
産
拠
点

福崎工場

生産技術部

技術開発センター
エアゾール製品開発室

CSR推進部

（t-CO2）
0 2,000 2,4001,6001,200800400

●物流・輸送によるCO2排出量

1,689

1,962

注） 電力使用に伴うCO2排出係数は、各年度の電気
　   事業者ごとの公表実排出係数を使用しています。
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福崎工場
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■ 環境推進体制 ■ 製品・サービスの環境配慮
マイクロプラスチックビーズ使用中止の方針

■ 脱炭素社会にむけた取り組み推進
福崎工場での取り組み

オフィスでの取り組み

物流・輸送での取り組み

　マンダムでは、環境保全を経営上の重要課題と位置づ
け、「環境理念」、「環境方針」に基づいた環境活動を推進
しています。
　福崎工場では、2000年11月に「ISO14001」の認証を取

得、オフィス（本社ビル、東京日本橋ビル、各営業拠点など）
では、それに準拠した環境マネジメントシステムを構築し、
環境目標を設定してP（Plan）・D（Do）・C（Check）・A

（Action）サイクルによる環境推進活動を実施しています。

マンダム公式WEBサイト

●環境データ推移　●環境会計CSR情報

●長期目標を達成するためのCO2排出削減･省エネ計画の策定･実施
●産業廃棄物の再資源化(ゼロエミッション)の継続と、再資源化率の向上

*4R：Reduce, Reuse, Recycle, Renewable　　*Renewable：再生可能な資源の利用

●ラミネート包材全てにおけるバイオマス資材の配合
●紙製容器包装のFSC認証紙化（50%以上）

●福崎工場仕入れのグリセリン全量のRSPO認証油(ブックアンドクレーム方式)化

持続可能な段ボール調達 ●製品流通に使用する段ボール全量のFSC認証紙化（努力目標）

CSR調達 ●サプライチェーンのモニタリング機能強化と対象範囲の拡大 

製品の4R*推進
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（Action）サイクルによる環境推進活動を実施しています。

マンダム公式WEBサイト

●環境データ推移　●環境会計CSR情報

●長期目標を達成するためのCO2排出削減･省エネ計画の策定･実施
●産業廃棄物の再資源化(ゼロエミッション)の継続と、再資源化率の向上

*4R：Reduce, Reuse, Recycle, Renewable　　*Renewable：再生可能な資源の利用

●ラミネート包材全てにおけるバイオマス資材の配合
●紙製容器包装のFSC認証紙化（50%以上）

●福崎工場仕入れのグリセリン全量のRSPO認証油(ブックアンドクレーム方式)化

持続可能な段ボール調達 ●製品流通に使用する段ボール全量のFSC認証紙化（努力目標）

CSR調達 ●サプライチェーンのモニタリング機能強化と対象範囲の拡大 

製品の4R*推進

http://www.mandom.co.jp/csr/data2012-2016.pdf
http://www.mandom.co.jp/csr/kankyokaikei2016.pdf


　福崎工場では、大気汚染物質である硫黄酸化物（SOx）
や窒素酸化物（NOx）の排出量を抑制するため、ボイラー
の使用効率向上や電気温水器の導入などの対策を講じ
ています。

　また、2015年9月より福崎工場からの排水は、兵庫県
の福崎町下水道に接続されたことで、排水基準が緩和さ
れることになりましたが、協定値より厳しい排水基準を設
定し、排水処理を行っています。

　福崎工場では、2003年10月以降、産業廃棄物の再資
源化を99％以上とする「ゼロエミッション」を達成し、
2016年度においても、国内全事業所で達成しました。
　本社ビルでは、廃棄物の削減とリサイクル促進のため、
異動者、新規入社者を対象に環境問題に関する講義、廃

棄物の適正区分・適正処理のルールなどの説明会を毎
年実施しています。
　その結果、2016年度の一般廃棄物を含む廃棄物排出
量は、3,405トンで、前年度比94.1％となりました。

　福崎工場では、日頃から各部署における節水の呼びか
けや、生産設備・配管などの洗浄方法の見直しを行い水
使用量の削減に努めています。
　本社ビルでは、水量調節ができる器具や、節水型の水
洗トイレを導入しています。
　その結果、2016年度の水使用量は、90,229m3で前年
度比94.6％となりました。
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オフィスビル（本社ビル、東京日本橋ビル）
福崎工場、物流
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オフィスビル（本社ビル、東京日本橋ビル）福崎工場
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2015 85,358 10,058 95,416
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全社（福崎工場、物流、本社ビル、
東京日本橋ビル）　
福崎工場

99.3
2016 99.799.3

｢持続可能な社会の発展｣を共通の目的として、
取組先と良好なパートナーシップを構築するとともに、
事業活動を通じた社会的な責任を果たしてまいります。

公正な事業慣行

環境
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　マンダムでは、2016年4月に生物多様性の保全に関す
る方針を策定し、環境方針（P.39参照）に新たに盛り込む
とともに、2017年2月のCSR推進委員会にて、マンダム
グループCSR重要課題の取り組みの一つとして、生物多
様性の保全にも配慮した持続可能な原材料の調達と利
用についての検討を開始しました。
　その中で、以下の2つの長期目標の達成にむけて、段階
的に取り組みを進めていくことを決定しました。

　1. 2027年までに原料の起源となるパーム油の全量
　 　をRSPO※1認証パーム油とすること
　2. 2027年までに紙製容器包装の全量をFSC※2 認証
　 　紙とすること
　なお、この取り組みは、環境、生物多様性の保全のみで
なく、関連するサプライヤーや有識者、NGO・NPOなど
多様なコミュニティの方々との協力関係を積極的に構築・
強化しながら、人権や労働の課題にも配慮した「CSR調達
体制の構築と運用」にもつなげてまいります。

　取組先の皆さまの良きパートナーとして、公正･透明な
商取引と安定した信頼関係を築くため、2004年7月に

「独占禁止法遵守プログラム」を制定、2010年には改訂
を行いました。
　これに基づき、法務室が営業部門と購買部を対象に勉
強会を実施。さらに購買部では、購買調達に関わる外部セ
ミナーなどにも参加し、知識の習得に努めています。
　また、年1回、国内マンダムグループの全部門で実施
している考働規範教育では、調達活動や営業活動に関

する各種指針などの読み合わせを行い、社員への浸透
を図っています。
　なお、マンダムグループでは、2007年9月から、ヘル
プラインシステムをマンダムグループ各社のお取引先さ
まにもご利用いただけるよう対象拡大を行っています。
詳しくは当社WEBサイトをご参考ください。

　わたしたちは、CSR重要課題の一つとして、「CSR調達
体制の構築と運用」を掲げ、「調達先CSRガイドライン」の
策定とサプライヤーさまへの協力要請によるCSR調達体
制の構築と運用に取り組んでまいります。
　グローバル化が急速に進む時代の変遷とともに、社会･
環境課題は、ますます多様化し、複雑化しています。わた
したちは、現在、「調達活動指針」に基づいて考働を行っ
ていますが、今後の新たな社会･環境課題の発生に対す
る予防やリスクの回避、「多様で幅広いステークホルダー
からの期待や要請」に応え続けるためには、調達活動指

針の継続的な改善や見直しなどによる運用の強化が必
要です。
　公正で透明な取引を徹底することはもちろんですが、
今後もサプライヤーさまへの協力要請を行いながら、

「人権」、「労働慣行」、「環境」などの課題の側面にも配慮
したデューデリジェンスの実施など、持続可能なCSR調
達体制の構築に努めてまいります。

　わたしたちは、サプライヤーさまを「持続可能な発展」
にお役立ちするためのパートナーと考えています。2016
年9月にはCSR調達分科会にて策定した「調達先CSRガイ
ドライン」をお伝えし、1次サプライヤーさまにご意見をう
かがいました。

　今後、本ガイドラインは、1次サプライヤーさまのみだ
けでなく、2次・3次サプライヤーさまにも同様の取り組
みにご協力いただくなど、サプライチェーン全体への浸
透を目指して取り組んでまいります。
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※1. RSPO：持続可能なパーム油のための円卓会議（Roundtable on Sustainable Palm Oil）　※2. FSC：森林管理協議会（Forest Stewardship Council）

■ 生物多様性の保全
持続可能な原材料の調達にむけて

■ 循環型社会形成の推進
水資源の有効活用

■ CSR調達体制の構築と運用

■ 公正で透明な取引のために

CSR調達体制の構築と運用を目指して

調達先CSRガイドラインの策定

廃棄物への取り組み

汚染防止への取り組み
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